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43
項
目
の
基
本
計
画
の
目
標

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り

組
み
の
現
状
に
対
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
ど
の
く
ら
い
満
足

し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め

に
、
５
段
階
評
価
（
①
そ
う
思

う
、
②
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ

う
思
う
、
③
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
そ
う
思
わ
な
い
、
④
そ
う
思

わ
な
い
、
⑤
わ
か
ら
な
い
）
で

回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
満
足
派
（
①
そ

う
思
う
、
②
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
そ
う
思
う
の
合
計
）
の
割
合

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
下

水
道
等
に
よ
る
快
適
な
水
環
境

の
整
備
」（
83
・
５
％
、
対
前

年
比
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
減
）

で
、
次
に
「
循
環
型
社
会
の
形

成
」（
76
・
３
％
、対
前
年
比
３
・

３
ポ
イ
ン
ト
の
減
）
と
、
満
足

度
の
多
い
上
位
２
つ
の
取
り
組

み
は
昨
年
調
査
と
同
じ
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
不
満
派
（
③
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
そ
う
思
わ
な
い
、

④
そ
う
思
わ
な
い
の
合
計
）
の

割
合
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

「
観
光
の
振
興
」（
77
・
７
％
、

対
前
年
比
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
の

減
）、
次
に
「
安
全
で
快
適
な

道
路
整
備
」（
64
・
3
％
、
対

前
年
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の

減
）
と
、
満
足
度
の
最
も
低
い

取
り
組
み
も
昨
年
調
査
と
同
じ

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

43
項
目
の
基
本
計
画
の
う

ち
、
特
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
５
つ
ま
で
選
ん

で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
選
ば
れ

た
上
位
３
つ
の
基
本
計
画
は
、

「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」（
35
・

８
％
、
対
前
年
比
４
・
９
ポ
イ

ン
ト
の
増
）、「
地
域
安
全
の
充

実
」（
30
・
０
％
、対
前
年
比
０
・

１
ポ
イ
ン
ト
の
減
）、「
子
育
て

支
援
の
充
実
」（
29
・
４
％
、

対
前
年
比
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
の

減
）
と
な
り
、
上
位
３
つ
の
取

り
組
み
は
昨
年
調
査
と
同
じ
く

約
３
人
に
１
人
が
こ
れ
ら
を
重

要
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、４
番
目
以
降
は「
健

全
な
財
政
運
営
」（
28
・
６
％
、

対
前
年
比
５
・
３
ポ
イ
ン
ト
の

増
）、「
快
適
な
住
環
境
の
形

成
」（
26
・
０
％
、対
前
年
比
１
・

８
ポ
イ
ン
ト
の
増
）、「
市
街
地

の
活
性
化
」（
24
・
１
％
、
対

前
年
比
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
の

減
）、「
良
質
な
水
の
安
定
供

給
」（
24
・
０
％
、対
前
年
比
２
・

　

市
で
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
各
種
施
策
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
ど
の
く
ら
い
満
足
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
重
要
視
し

て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
昨
年
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
調
査
は
、
４
月
28
日
か
ら
５
月
16
日
ま
で
の
間
に
住
民

基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
18
歳
以
上
の
市
民
３
０
０
０
人

を
対
象
に
実
施
。
１
４
２
２
通
の
回
答
が
あ
り
、回
収
率
は
47
・４
％

で
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://www.city.tosu.lg.jp

）
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
図
書

館
や
各
地
区
公
民
館
で
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
総
合
政
策
課
（
☎
85
・
３
５
１
１
）

市　民
満足度
市　民
満足度
調査結果をお知らせします調査結果をお知らせします

鳥栖市イメージ
キャラクター
「とっとちゃん」

満
足
・
不
満
足
の
上
位
は

昨
年
と
同
様
の
結
果
に

約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

福
祉
の
充
実
を
重
要
視
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３
ポ
イ
ン
ト
の
減
）
と
、
こ
れ

ら
の
７
つ
の
基
本
計
画
に
つ
い

て
も
昨
年
と
同
じ
く
回
答
者
の

２
割
以
上
が
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
調
査
で
浮
か
び
上
が

っ
た
満
足
度
と
重
要
度
の
相
関

を
見
る
と
、
43
項
目
の
基
本
計

画
は
、
下
図
の
よ
う
に
４
つ
の

分
野
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

図
の
Ａ
に
属
す
る
９
項
目

は
、
市
民
は
現
状
で
満
足
し
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
展
開
を
望

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
現
状
強

化
維
持
分
野
で
、
Ｂ
に
属
す
る

11
項
目
は
、
現
状
に
満
足
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
展
開
を
望
ん

で
い
な
い
と
思
わ
れ
る
現
状
維

持
分
野
で
す
。

　

Ｃ
に
属
す
る
14
項
目
は
、
現

状
に
満
足
し
て
い
な
い
が
、
さ

ら
な
る
展
開
も
望
ん
で
い
な
い

と
思
わ
れ
る
経
過
監
視
分
野

で
、
Ｄ
に
属
す
る
９
項
目
は
、

市
民
は
現
状
に
満
足
し
て
お
ら

ず
、
さ
ら
な
る
展
開
を
望
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
重
点
改
善
分

野
で
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
重
点
改
善
分

野
に
属
す
る
９
つ
の
基
本
計
画

に
つ
い
て
点
検
、
評
価
、
改
善

の
取
り
組
み
を
行
い
、
市
民
満

足
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
「
鳥
栖
市
の

住
み
や
す
さ
」
に
つ
い
て
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
そ
う
思
う
」（
57
・
０
％
）

が
最
も
多
く
、「
そ
う
思
う
」

（
29
・
２
％
）
と
合
わ
せ
る
と

86
・
２
％
の
人
が
「
鳥
栖
市
は

住
み
よ
い
」
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
今
後
も
鳥
栖
市
に

住
み
続
け
た
い
か
」
に
つ
い
て

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
そ
う
思
う
」

（
46
・
６
％
）
と
「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
そ
う
思
う
」（
35
・

６
％
）
を
合
わ
せ
た
82
・
２
％

の
人
が
、
今
後
も
鳥
栖
市
に
住

み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
回
答
者
の
８

割
以
上
の
人
が
「
鳥
栖
市
は
住

み
や
す
く
、
今
後
も
住
み
続
け

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
が

低
い
取
り
組
み
が
あ
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
調
査
で
分

か
っ
た
「
重
点
改
善
分
野
」
に

属
す
る
施
策
の
さ
ら
な
る
展
開

を
図
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
満
足
を
実
感
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
も
市
政
へ
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｃ
Ｂ
Ｄ 満

足
度
基
準
値（
39・８
％
）

満
足
度
基
準
値（
39・８
％
）

重要度基準値（11.1％）重要度基準値（11.1％）

重要度

満
足
度

高い低い

低
い

高
い
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■満足度と重要度の相関図

(%)

循環型社会の形成循環型社会の形成

下水道等による快適な水環境の整備下水道等による快適な水環境の整備

良質な水の安定供給良質な水の安定供給

快適な住環境の形成快適な住環境の形成

地域安全の充実地域安全の充実

健康づくりの推進健康づくりの推進

みどりの空間づくりみどりの空間づくり

子育て支援の充実子育て支援の充実
青少年の健全育成青少年の健全育成

責任ある行政運営責任ある行政運営

高齢者福祉の充実高齢者福祉の充実

健全な財政運営健全な財政運営

市街地の活性化市街地の活性化

安心な福祉環境の推進安心な福祉環境の推進

障害者福祉の充実障害者福祉の充実

観光の振興観光の振興パートナーシップ
の構築
パートナーシップ
の構築

創造性を高める教育の推進創造性を高める教育の推進
国際交流の推進国際交流の推進

人権尊重の社会の形成人権尊重の社会の形成

交通安全対策の推進交通安全対策の推進

工業の振興工業の振興
総合的な教育環境の充実総合的な教育環境の充実

地域福祉の推進地域福祉の推進
電子自治体の構築電子自治体の構築

九州新幹線による高速
交通体系の推進
九州新幹線による高速
交通体系の推進

商業の振興商業の振興

消防・防災体制の充実消防・防災体制の充実

公共交通の整備・充実公共交通の整備・充実
安全で快適な道路整備安全で快適な道路整備

自然環境の保全自然環境の保全

幹線道路の整備幹線道路の整備
農林業の振興農林業の振興スポーツの振興スポーツの振興

歴史的遺産の保存と活用歴史的遺産の保存と活用

流通業の振興流通業の振興
文化・芸術の振興文化・芸術の振興

消費生活の安全性の向上消費生活の安全性の向上
生涯学習の推進生涯学習の推進

広域行政
の推進
広域行政
の推進

コミュニティ
の活性化
コミュニティ
の活性化

交流活動の推進交流活動の推進 男女共同参画環境の整備男女共同参画環境の整備

重
点
改
善
分
野
は

９
項
目

さ
ら
な
る
満
足
度
の

向
上
を
目
指
し
て
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市政情報ワイド
※市政情報を拡大してお知らせします。
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社
会
福
祉
協
議

会
へ
▽
石
丸
紀
美
子
（
轟
木

町
・
亡
夫
善
三
）
▽
中
村
英
俊

（
同
・
亡
母
リ
ツ
）
▽
寺
﨑
寿

美
子
（
姫
方
町
・
亡
夫
照
雄
）

▽
山
田
昭
子
（
本
町
・
亡
長
男

茂
）
▽
大
石
裕
之
（
儀
徳
町
・

亡
父
裕
規
）
▽

城
寺
久

（
同
・
亡
母
信
子
）
▽
用
害
寿

美
惠
（
江
島
町
・
亡
夫
美
好
）

▽
井
邉
幸
男
（
宿
町
・
亡
妻
正

子
）
▽
山
下
キ
ミ
ヨ
（
本
鳥
栖

町
・
亡
夫
正
美
）
▽
原
田
秀
樹

（
桜
町
・
亡
母
ハ
キ
）
▽
藤
本

典
行
（
弥
生
が
丘
・
亡
母
ハ
ツ

ミ
）
▽
天
本
ト
モ
エ
（
神
辺
町
・

亡
夫
益
三
）
▽
陶
山
穰
（
幸
津

町
・
亡
母
静
子
）
▽
和
田
秀
人

（
萱
方
町
・
亡
母
ミ
ヤ
コ
）
▽

三
原
ム
ツ
子
（
田
代
大
官
町
・

亡
夫
実
）
▽
吉
田
多
枝
子
（
原

町
・
亡
夫
熊
一
）

　
　
　
　
　
　

田
代
中
学
校
吹

奏
楽
部
へ
▽
ボ
ン
ゴ
（
打
楽

器
、
３
万
円
相
当
）
…
山
津
医

院
（
院
長
・
山
津
善
保
）　

旭

公
民
館
へ
▽
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ

ー
ン
15
個
、
コ
ー
ン
接
続
ポ
ー

ル
10
本
…
寳
本
安
春
（
西
新

町
）　

市
立
図
書
館
へ
▽
図
書

な
ど
51
点
（
18
万
円
相
当
）
…

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
九
州
株
式

会
社
（
代
表
取
締
役
社
長
・
三

浦
昭
）

　
　
　
　
　
　

岩
手
宮
城
内
陸

地
震
被
災
者
へ
▽
６
３
２
８
円

…
神
辺
区
▽
１
万
８
０
２
１
円

…
如
水
会
親
睦
会
▽
７
６
０
８

円
…
地
区
社
協
等
設
置
募
金
箱

８
月
31
日

　

青
色
回
転
灯
を
つ
け
た
車
で

市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
や

よ
い
青
パ
ト
隊
」
が
結
成
さ

れ
、
そ
の
出
発
式
が
９
月
１

日
、
鳥
栖
警
察
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

弥
生
が
丘
地
区
で
は
、
平
成

16
年
に
「
自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
守
ろ
う
」
と
防
犯
委

員
会
を
結
成
。
平
成
17
年
度
か

ら
３
区
制
に
移
行
し
「
弥
生
が

丘
東
区
防
犯
委
員
会
」
を
再
結

成
し
、
今
回
、
弥
生
が
丘
小
学

校
の
開
校
に
伴
い
人
口
が
急
増

し
て
い
る
地
域
で
の
防
犯
活
動

を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
に
、

同
隊
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同

区
の
有
志
隊
員
８
人
が
自
家
用

車
に
回
転
灯
を
つ
け
て
巡
回
活

動
を
行
い
ま
す
。
区
と
し
て
の

取
り
組
み
は
市
内
で
は
初
め
て

で
す
。

　

式
典
で
「
や
よ
い
青
パ
ト

隊
」・
隊
長
の
古
賀
友
喜
さ
ん

（
弥
生
が
丘
東
区
区
長
）
は
「
安

全
安
心
な
地
域
を
目
指
し
て
、

地
域
力
を
生
か
し
て
活
動
し
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

鳥
栖
や
ま
び
こ
研
修
団
は
、

鳥
栖
市
の
子
ど
も
た
ち
を
全
国

各
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。
そ

の
土
地
を
実
際
に
訪
れ
、
現
地

の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
、
よ
り
広
い
視
野
と
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
目

的
で
す
。

　

第
26
回
目
の
今
回
は
、
８
月

22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
２
泊
３

日
で
小
学
生
10
人
と
中
学
生
７

人
を
含
む
団
員
30
人
が
、
沖
縄

県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

到
着
初
日
は
首
里
城
公
園
を

見
学
。
翌
日
は
宿
泊
し
た
沖
縄

県
立
石
川
少
年
自
然
の
家
の

あ
る
、
う
る
ま
市
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。
う

る
ま
市
の
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
「
み
ほ
そ
太
鼓
」
の
素
晴

ら
し
い
演
奏
を
聴
い
た
後
、

団
員
全
員
が
み
ほ
そ
太
鼓
の

指
導
を
受
け
た
り
、
記
念
品

を
交
換
し
た
り
と
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ほ
か
に
、
沖
縄
美

ら
海
水
族
館
の
見
学
や
美
し

い
海
岸
の
散
策
を
行
い
、
沖

縄
の
雄
大
な
自
然
を
体
感
し
ま

し
た
。
３
日
目
は
、
平
和
祈
念

資
料
館
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
な
ど

を
訪
問
。
当
時
の
沖
縄
戦
の
状

況
を
学
び
、
平
和
の
尊
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
子
ど
も
た
ち

は
、
沖
縄
の
歴
史
や
自
然
を
体

感
し
、
お
互
い
の
地
域
が
持
つ

歴
史
や
文
化
、
自
然
を
大
切
に

し
、
そ
れ
を
育
て
上
げ
る
こ
と

の
必
要
性
と
重
要
性
を
、
そ
し

て
現
地
の
人
々
と
の
交
流
や
仲

間
と
の
集
団
生
活
を
通
し
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

や
よ
い
青
パ
ト
隊
を
結
成

地
域
力
を
生
か
し
、安
全
安
心
な
地
域
を
目
指
す

青色回転灯パトロール証明書を受け
取る古賀隊長

青色回転灯をつけて出発する「やよ
い青パト隊」

ひめゆりの塔を前に黙とうする団員たち

鳥
栖
や
ま
び
こ
研
修
団

こ
の
夏
、沖
縄
で「
自
然
、歴
史
、交
流
」を
体
感
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市
で
は
「
第
24
回
市
民
健
康

福
祉
ま
つ
り
」
を
開
き
ま
す
。

　

今
年
も
健
康
や
福
祉
に
ち
な

ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

と　

き
●
10
月
19
日
（
日
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
、

都
市
広
場
周
辺

そ
の
他
●
な
る
べ
く
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
車
で
お
越
し
の
場
合

は
、
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
タ

ジ
ア
ム
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
の

駐
車
場
の
利
用
は
体
に
障
害
を

持
っ
て
い
る
人
に
限
り
ま

す
）。

■
屋
外
テ
ン
ト
・
サ
ン
メ
ッ
セ

鳥
栖
屋
内

　

参
加
団
体
に
よ
る
活
動
Ｐ
Ｒ

や
飲
食
物
の
販
売
、
物
品
販
売

な
ど
の
ほ
か
専
門
分
野
の
相
談

会
な
ど
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

■
キ
ッ
ズ
広
場

　

都
市
広
場
に
ふ
わ
ふ
わ
遊

具
、
遊
具
コ
ー
ナ
ー
（
乳
幼
児

向
け
）
な
ど
、
子
ど
も
向
け
の

遊
具
を
設
置
。
ま
た
、
ミ
ニ
消

防
車
（
ジ
プ
タ
）
が
展
示
さ
れ
、

試
乗
（
先
着
30
人
）
も
で
き
る

ほ
か
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
も
乗
車
で

き
ま
す
（
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
有
料
）。

■
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問

お
は
な
し
隊
」
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

ー
が
や
っ
て
く
る

　

４
ト
ン
車
を
改
造
し
た
ト
ラ

ッ
ク
で
、
読
み
聞
か
せ
が
実
演

さ
れ
る
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
に
収

納
さ
れ
た
児
童
書
５
５
０
冊
を

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

時　

間
●
午
前
10
時
15
分
〜
同

11
時
20
分

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
北

側
駐
車
場

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

親
子
体
操
や
手
話
ダ
ン
ス
、

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
な

ど
の
ダ
ン
ス
演
技
の
ほ
か
、
大

正
琴
の
演
奏
、
園
児
に
よ
る
マ

ー
チ
ン
グ
演
奏
な
ど
の
楽
器
演

奏
な
ど
多
数
の
演
目
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

時　

間
●
午
前
９
時
40
分
〜
午

後
２
時
50
分

■
災
害
食
作
り
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
？

　

災
害
時
、
非
常
時
に
役
立
つ

災
害
食
の
作
り
方
な
ど
30
分
程

度
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
参

加
無
料
。

時　

間
●
①
午
前
10
時
半
〜
②

午
前
11
時
半
〜
③
午
後
０
時
半

〜
④
午
後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
●
災
害
食
体
験
テ
ン
ト

定　

員
●
各
回
15
人
程
度

■
保
育
会
講
演
会

対　

象
●
児
童
の
保
護
者

時　

間
●
午
前
10
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
４

階
ホ
ー
ル

講　

師
●
酒
井
智
子
さ
ん
（
佐

賀
市
小
部
保
育
園
長
）

テ
ー
マ
●
や
る
気
に
さ
せ
る
魔

法
の
言
葉

そ
の
他
●
参
加
無
料
。
託
児
の

申
し
込
み
は
こ
ど
も
育
成
課

（
☎
85
・
３
５
５
２
）
へ

■
福
祉
車
両
の
展
示
・
相
談
会

お
よ
び
電
動
カ
ー
ト
試
乗
会

　

各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
福
祉

車
両
の
使
用
例
な
ど
を
実
演
。

ほ
か
に
も
電
動
カ
ー
ト
の
展

示
、
試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
福
祉
体
験
ラ
リ
ー

　

手
話
、
点
字
、
車
い
す
な
ど

の
体
験
が
で
き
ま
す
。
ラ
リ
ー

参
加
者
に
は
賞
品
を
用
意
。

時　

間
●
①
午
前
10
時
半
〜
②

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
●
本
部
テ
ン
ト

市
民
健
康
福
祉
ま
つ
り

健
康
や
福
祉
に
ち
な
ん
だ
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん

　

教
育
委
員
会
で
は
、
２
３
０

形
２
６
８
号
蒸
気
機
関
車
（
市

指
定
重
要
文
化
財
）
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
九
州
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会

鳥
栖
支
部
会
員
が
機
関
車
に
つ

い
て
解
説
。
ま
た
、
普
段
は
入

る
こ
と
が
で
き
な
い
運
転
席
な

ど
の
内
部
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
関
車
は
、
国
内
に
２

両
し
か
な
い
と
い
う
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き
●
10
月
19
日
（
日
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
Ｊ
Ｒ
鳥
栖
駅
東
・
蒸

気
機
関
車
展
示
場
（
虹
の
橋

横
）

２
３
０
形
２
６
８
号
蒸
気
機
関
車
を
公
開

楽しい催しがいっぱいです

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
文
化
財
係
（
☎

85
・
３
６
９
５
）

■
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課
（
☎
85
・

３
５
８
２
）

社
会
福
祉
課
（
☎
85
・

３
５
５
３
）
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市
で
は
、
10
月
26
日
（
日
）

に
「
鳥
栖
能
」
公
演
を
行
い
ま

す
。

　

第
１
部
で
は
、
５
月
か
ら
約

半
年
間
、
宝
生
流
能
楽
師
の
佐

野
登
さ
ん
よ
り
指
導
を
受
け
た

「
鳥
栖
謡
隊
」
と
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

こ
ど
も
能
楽
隊
」
が
、素
謡
「
羽

衣
」「
鶴
亀
」
を
披
露
。
ま
た
、

佐
野
さ
ん
と
野
村
萬
斎
さ
ん
に

よ
る｢

能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

は
、「
能
」
や
「
狂
言
」
を
気

軽
に
楽
し
く
体
験
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、能
「
船
弁
慶
」

に
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
こ
ど
も
能
楽

隊
」
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
、
弥

生
が
丘
小
５
年
生
の
秋
山
卓
志

君
が
、「
源
義
経
」
役
で
プ
ロ

と
夢
の
共
演
を
し
ま
す
。

と　

き
●
10
月
26
日
（
日
）
第

１
部
＝
午
後
０
時
半
開
場
、
同

１
時
開
演
▽
第
２
部
＝
午
後
３

時
開
場
、
同
３
時
半
開
演

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

チ
ケ
ッ
ト
料
金
●
第
１
部
＝
無

料
（
全
席
自
由
）
▽
第
２
部
＝
高

校
生
以
上
５
０
０
０
円
、
小
中
学

生
２
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
●
市
民
文
化

会
館

電
話
受
付
●
市
民
文
化
会
館

そ
の
他
●
託
児
あ
り
（
申
し
込

み
は
事
前
に
同
会
館
へ
）

鳥
栖
能
公
演

鳥
栖
能
公
演

知
っ
て・観
て・参
加
し
て
楽
し
む

　

市
地
域
振
興
財
団
で
は
10
月

17
日
（
金
）
か
ら
11
月
22
日

（
土
）
ま
で
の
約
１
カ
月
間
、

「
鳥
栖
ア
ー
ト
マ
ン
ス

２
０
０
８
」
と
題
し
、
参
加
型

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
・
芸
術
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

イ
ン
プ
ロ
（
即
興
演
技
）・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

鳥
栖
市
出
身
の
脚
本
家
・
作

家
・
演
出
家
の
園
田
英
樹
さ
ん

に
よ
る
「
イ
ン
プ
ロ
（
即
興
演

技
）・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

園
田
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

対　

象
●
高
校
生
以
上
の
演
劇

経
験
者
（
プ
ロ
・
ア
マ
問

い
ま
せ
ん
。初
心
者
も
可
）

と　

き
●
10
月
17
日（
金
）

午
後
６
時
〜
同
９
時
、
同

18
日
（
土
）・
19
（
日
）

午
後
１
時
〜
同
５
時
（
３

日
間
通
し
た
日
程
で
行
い

ま
す
）

と
こ
ろ
●
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ

テ
ィ
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｂ
Ｆ
会
議
室

内　

容
●
即
興
演
技
を
通
し
て

演
劇
の
基
礎
、
ス
ト
ー
リ
ー
作

り
の
基
本
を
学
び
ま
す

定　

員
●
20
人

参
加
費
●
一
般
３
０
０
０
円
、

高
校
生
１
０
０
０
円

申
し
込
み
●
10
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
財
団
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り
参

加
者
を
決
定

　

ポ
ニ
ー
や
ウ
サ
ギ
な
ど
、
約

20
種
類
の
動
物
と
消
防
車
な
ど

の
働
く
車
が
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
で
ス
ケ
ッ
チ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象
●
中
学
生
以
下
の
親
子

と　

き
●
10
月
26
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
都
市
広
場

持
っ
て
く
る
も
の
●
画
材
（
絵

の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）、
画

板そ
の
他
●
各
賞
、
参
加
賞
あ

り
。
画
用
紙
は
配
布
し
ま
す

親
子
ス
ケ
ッ
チ
大
会

な
に
が

出
る
か
な

園田英樹さん

船弁慶の一場面

■
問
い
合
わ
せ

市
民
文
化
会
館
（
☎
85
・

３
６
４
５
）

■
問
い
合
わ
せ

市
地
域
振
興
財
団
（
〒
８
４

１
｜
０
０
３
４
鳥
栖
市
京
町

８
１
２　

☎
81
・
１
３
６
０

℻ 

81
・
１
３
６
１
）

■
問
い
合
わ
せ

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
（
☎
84
・

２
１
２
１
）

鳥
栖
ア
ー
ト
マ
ン
ス
２
０
０
８

園
田
英
樹
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

を
開
催

園
田
英
樹
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

を
開
催

な
ど
な
ど
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市政情報ワイド
※市政情報を拡大してお知らせします。

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
な

ど
を
対
象
に
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
」
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
左
表
の
医

療
機
関
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
左
表
以
外
で

も
県
内
の
医
療
機
関
で
接
種
可

能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

対　

象
●
65
歳
以
上
の
人
お
よ

び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
心
臓

や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気

が
あ
る
人

実
施
期
間
●
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で

接
種
料
金
●
１
０
０
０
円
（
生

活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
）

接
種
回
数
●
１
人
１
回

予
防
接
種
の
効
果

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
る
と
、
発
病
を
防
止

で
き
る
と
言
わ
れ
、
特
に
重
症

化
を
防
ぎ
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
効
果
が
現
れ
る

ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か
り
、

約
５
か
月
間
効
果
が
持
続
し
ま

す
。
日
本
で
は
初
冬
か
ら
春
先

に
か
け
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
ま
す
の
で
、
そ
の
前
に

接
種
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
有
効

で
す
。

予
防
接
種
の
副
反
応

　

予
防
接
種
の
注
射
の
跡
が
、

赤
み
を
帯
び
た
り
、
は
れ
た

り
、
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
通
常
２
〜
３
日
の

う
ち
に
治
り
ま
す
。
ま
た
、
わ

ず
か
な
が
ら
熱
が
で
た
り
、
頭

痛
、
寒
気
、
全
身
の
だ
る
さ
な

ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
も
通
常
２
〜
３

日
の
う
ち
に
治
り
ま
す
。
卵
ア

レ
ル
ギ
ー
の
人
は
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
現
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■インフルエンザ予防接種実施医療機関
田代外町
古賀町
桜　町
轟木町
　〃　
蔵　上
田代外町
古賀町
本　町
田代本町
萱方町
原　町
曽根崎町
原　町
原古賀町
儀徳町
宿　町
本通町
本　町
原　町

東　町
元　町
京　町
下野町

☎82-4766
☎82-2722
☎82-7751
☎81-2088
☎82-5550
☎85-1000
☎82-2315
☎83-7870
☎82-2318
☎83-3676
☎87-8888
☎83-2084
☎83-2151
☎83-1030
☎83-3457
☎83-2294
☎83-3204
☎83-3771
☎84-1677
☎81-5424
☎82-2978
☎82-2016
☎83-2281
☎82-2515
☎81-2333

荒木産婦人科医院
石田医院
石橋整形外科
いとうクリニック
今村病院
岩岡整形外科
上野内科
上村泌尿器科医院
梅野耳鼻咽喉科
大石クリニック
大園内科医院
きざと外科医院
玄々堂内科
啓心会病院
古賀医院
古賀医院
古賀内科医院
古賀病院
米光クリニック

権藤医院
斎藤内科医院
三輪堂医院
しばやま整形外科

所在地 電話医 療 機 関所在地 電話医 療 機 関
神辺町
　〃
高田町
真木町
京　町
村田町
幸津町
曽根崎町
蔵上町
儀徳町
曽根崎町
西田町
鎗田町
宿　町
　〃
今泉町
宿　町
蔵　上
西新町
東　町
古野町
蔵　上
萱方町
弥生が丘
田代昌町
原古賀町

☎84-7020
☎84-7785
☎84-8838
☎87-5008
☎83-2328
☎84-1011
☎83-6800
☎87-3030
☎84-5811
☎84-8008
☎83-2082
☎83-1160
☎84-1515
☎83-3526
☎82-2677
☎84-0865
☎85-0005
☎87-5002
☎83-4606
☎83-2083
☎83-2450
☎81-5511
☎84-0011
☎87-3150
☎83-3210
☎81-2121

すがい小児科
すぎやま内科胃腸科
すむのさと高尾病院
せとじまクリニック
高尾医院
武田内科医院
田尻外科胃腸科医院
鳥越脳神経外科クリニック
なかしまクリニック
名取医院
野下医院
野田内科
はらだ内科胃腸科
ひかり医院
ひよし小児科
藤戸医院
前山内科
まごころ医療館
松岡病院
宮崎医院
むらかみ小児科
やましたクリニック
山津医院
やよいがおか鹿毛病院
吉松医院
和田内科循環器科

こやなぎ内科循環器科
クリニック

じゅんせんせいの
こども総合クリニック

田代上町

※11月１日より弥生が丘へ移転

※

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

65
歳
以
上
　
を
対
象
に
予
防
接
種
を
実
施

な
ど

　

市
で
は
生
命
の
貯
蓄
体
操
初

心
者
コ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

　

呼
吸
法
を
中
心
に
、
身
体
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
動
か
し
、
自
律

神
経
調
整
効
果
と
自
然
治
癒
力

を
高
め
る
東
洋
体
操
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き
●
11
月
７
日
（
金
）
か

ら
同
28
日
（
金
）
ま
で
の
全
６

回
コ
ー
ス
、
午
前
10
時
〜
同
11

時
半

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員
●
30
人

持
っ
て
く
る
も
の
●
体
操
の
で

き
る
服
装
、
靴
下
、
健
康
手
帳

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

生
命
の
貯
蓄
体
操
初
心
者
コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
・

３
６
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
・

３
６
５
０
）
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市
で
は
、
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

満
65
歳
以
上
で
、
今
年
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
し
て
い
な

い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。
①
現
在
、
呼
吸
器
の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
②
半
年
以

内
に
職
場
や
病
院
な
ど
で
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
て
い

る
人
③
今
年
実
施
し
た
肺
が
ん

検
診
か
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

健
康
診
査
を
受
診
し
た
人
お
よ

び
受
診
予
定
の
人
。

料　

金
●
無
料

持
っ
て
く
る
も
の
●
健
康
手

帳
、
受
診
券

注　

意
●
当
日
は
綿
の
無
地
の

肌
着
を
着
用
し
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
こ
う
薬
な
ど
は
身
に
付
け

な
い
で
く
だ
さ
い
▽
指
定
日
に

受
診
で
き
な
い
人
は
、
他
の
会

場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

受 付 時 間

13：30～14：00 永吉町公民館 永吉町

13：30～14：00 東 公 園 今町、柚比町、弥生が丘

10：00～10：30 轟木町公民館 轟木町
９：00～９：30 鳥 栖 公 民 館 今泉町、真木町、南部団地

11：00～11：30 農 協 撰 果 場 蔵上町、蔵上、養父町、牛原町
10：00～10：30 平田町公民館 平田町、山都町

10：00～10：30 不動島公民館 三島町不動島、三島町田出島、
三島町於保里、青葉台

11：00～11：30 江島町公民館 江島町

11：00～11：30 姫 方 町 公 園 姫方町、幡崎町
10：00～10：30 酒井西町天満宮 酒井西町、酒井東町
９：00～９：30 高田町公民館 高田町、安楽寺町、水屋町

14：30～15：00 農協基里支所 曽根崎町、飯田町、原町

鳥栖北公民館13：00～13：30 本鳥栖町、鎗田町、古野町、大正町

14：00～15：00 保健センター

14：30～15：00 山浦町公民館 山浦町、桜ヶ丘町、原古賀町、原古賀住宅区

11：00～11：30 藤木町公民館 藤木町、つばさ鳥栖

10：00～11：00 田 代 公 民 館

14：30～15：30 若葉コミュニティセンター

桜 町 公 民 館 桜町、松原町９：00～９：30

下野町公民館 下野町９：00～９：30

立石町公民館 立石町、一本杉区９：00～９：30

勤労青少年ホーム 元町、秋葉町、東町、本通町、京町13：30～14：00

会　　　　場 対　　象　　地　　区月日

10月

11月

28日火

水

木

木

◯

◯

◯

◯

◯

７日

６日

29日

金

30日

13：30～14：30 旭　公　民　館
西新町、競馬場団地、村田町、村田町五
反三歩、儀徳町、前田町、幸津町、村田
新町、西田町、あさひ新町、桟敷団地

田代昌町、田代新町、田代上町、
田代外町、田代外町住宅区、田代
大官町、田代本町、加藤田町

本町、土井町、神辺合町、布
津原町、宿町、事業団宿舎

神辺町、萱方町、浅井町、柳区、古
賀町、河内町、古賀団地、虹が丘町

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
健
診

65
歳
以
上
を
対
象
に
実
施
し
ま
す

対　

象
●
鳥
栖
・
鳥
栖
北
地
区

に
住
む
40
歳
以
上
の
人
（
他
地

区
の
人
も
受
診
で
き
ま
す
）

と　

き
●
10
月
14
日
（
火
）・
19

日
（
日
）・
20
日
（
月
）・
21
日

（
火
）・
22
日
（
水
）・
23
日
（
木
）・

28
日
（
火
）・
31
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
同
10
時
半
受
け
付
け

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

内　

容
●
問
診
、
胃
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影

料　

金
●
９
０
０
円
。
70
歳
以

上
・
生
活
保
護
世
帯
・
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
の
人
は
無
料

持
っ
て
く
る
も
の
●
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
人
）、
受
診
券
、

生
活
保
護
受
給
証
（
生
活
保
護

世
帯
の
人
）、
世
帯
全
員
分
の

市
県
民
税
課
税
証
明
書
（
世
帯

全
員
が
非
課
税
の
人
）

そ
の
他
●
胃
腸
の
病
気
で
治
療

中
の
人
、
手
術
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
受
診
日
前
日
の
午
後
9
時

か
ら
検
査
ま
で
の
飲
食
、
当
日

の
喫
煙
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
検
査
服
に
着
替
え
ま
す

が
、
金
具
や
ボ
タ
ン
の
つ
い
て

い
な
い
薄
い
肌
着
は
着
用
し
た

ま
ま
で
か
ま
い
ま
せ
ん

　

市
で
は
健
康
大
学
を
開
き
ま

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
撃
退
法
を
、
食
事
と
運

動
の
両
面
か
ら
楽
し
く
勉
強
し

ま
し
ょ
う
。
参
加
無
料
で
す
。

と　

き
●
10
月
31
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容
●
メ
タ
ボ
撃
退
！
お
腹

に
効
く
カ
ン
タ
ン
運
動
と
食
生

活
③

持
っ
て
く
る
も
の
●
タ
オ
ル
、

水
筒

そ
の
他
●
簡
単
な
運
動
が
で
き

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

申
し
込
み
●
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
・

３
６
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
・

３
６
５
０
）

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
85
・

３
６
５
０
）

胃
が
ん
検
診

健
康
大
学

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

撃
退
法
を
楽
し
く
勉
強
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　金銭教育への関心を高めようと、「親子で学ぼう! 
金銭教育 in 鳥栖」が中央公民館で開かれました。
　生活ジャーナリストのあんびるえつこさんによる「お
金のしつけ」についての講演のほか、小遣い帳づくり
やかえっこバザールなど４つのワークショップを開催。
参加者はお金とうまく付き合う方法を学びました。
　その中の一つ「おこづかいゲーム」は、めっくたカー
ドの指示に従い、おもちゃなどの欲しいものを自分自身
で『買う』『買わない』と判断しながら、小遣い帳のつ
け方を学ぶゲーム。参加した子どもたちは文房具など
の必要なものを買いながら、限りある小遣いをやりくり
していました。

情報提供は情報管理課広報統計係（☎85-3513）へ。

鳥栖の野菜でツリーを飾る
脱メタボへキックオフ！食ネット鳥栖デー

遊びながらお金について学ぶ
親子で学ぼう！ 金銭教育 in 鳥栖

8/30 8/24

８/23

　食から健康を考えようと「食ネット鳥栖デー」がベス
トアメニティスタジアムで行われました。
　朝食を欠かすことが多いといわれる30歳から40歳
代の男性が客層の多くを占めていることから、サガン
鳥栖の公式戦に合わせて開催。骨密度測定や腹囲
測定などを行う「まちの保健室」を開設したり、高橋義
希選手が出演する「朝ごはんを食べようＣＭ」を流し
たりするなど、食と健康の大切さを来場者にアピール
しました。
　北ゲートでは、野菜ツリーが登場。来場者は、鳥栖
産のじゃがいもやにんじん、アスパラなどを使ってツリ
ーをカラフルに飾り付けました。

アリダさんが３年間の思い出を語る
国際交流員活動報告会

　平成17年８月から３年間にわたり、鳥栖市の国際
交流員として活躍したアリダ・シュペーラーさんが、保
健センターで国際交流員活動報告会を開きました。
　市民約30人を前に、アリダさんは、ドイツのツァイツ
市と相互に行っている子ども交流事業を中心に、写
真を使って流暢な日本語で報告。ドイツのカーニバル
の風景や古城での中世の食事の様子のほか、ドイツ
の学生が体験した座禅やそうめん流しの様子などを、
エピソードを交えて約１時間話しました。
　「鳥栖の人はみんな親切で、とても働きやすかった
です。今度来日したら『出身は鳥栖です』と言います」
とアリダさんが語ると、大きな拍手が送られました。
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　９月８日、９日、11日、12日の４日間、若葉小学校で
「教育ボランティア活動」が行われました。これは県と
佐賀大学が提携し、教員志望の学生に教育現場を
体験させようと、ボランティアとして県内の公立小中学
校に派遣するものです。
　若葉小学校に派遣されたのは文化教育学部２回
生の久保田巌崇さんと江頭孝泰さん。11日は１年生
を担当し、給食や昼休み、掃除の時間などを一緒に
過ごしました。グラウンドでは陣取りなどみんなでできる
遊びを指導。久保田さんと江頭さんは子どもたちのパ
ワーに驚きながらも、元気で素直な笑顔に目を細めて
いました。

　「ふるさと移動美術展」がジョイフルタウン鳥栖で
開かれました。
　市に寄贈された芸術作品などを市民の皆さんに
鑑賞してもらい、優れた作品を通して地域の芸術文
化の向上を図ろうと開かれており、今回で４回目を迎
えます。鳥栖市が輩出した画家の古沢岩美氏や杉
本好守氏、書家の平川朴山氏、野田栖石氏などの
作品42点が展示されました。
　今回は、朴山書家が亡くなる間際まで彫っていた
といわれる未完成の篆刻（てんこく）を初めて展示。
会場に訪れた人は、地元が生んだ芸術家の作品の
数 に々見入っていました。

鳥栖市が輩出した画家や書家の作品を展示
ふるさと移動美術展

お兄さん先生と楽しく遊んだよ
 若葉小学校教育ボランティア活動

９/11 ９/8

　
「
能
」と
い
え
ば
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
？「
私
に
は
敷
居
が
高
く
て
ち
ょっ
と

ね・・・」「
古
典
芸
能
は
難
し
い・・・」な
ど
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。現
在
、市
で
は
宝
生
流
の

能
楽
師・佐
野
登
先
生
の
協
力
に
よ
り
、「
鳥
栖
能
」プ

ロ
ジェク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、佐
野
先
生
の「
伝
統
芸
能
を

化
石
に
し
て
は
な
ら
な
い
。生
き
生
き
と
し
た
も
の
と

し
て
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
強

い
思
い
と
、「
本
物
の
芸
術
に
直
に
接
し
、自
ら
体
験
す

る
こ
と
で
、文
化
的
な
土
壌
を
広
く
深
く
し
て
い
く
こ

と
が
、鳥
栖
の
将
来
を
考
え
た
と
き
に
と
て
も
大
切

だ
」と
の
思
い
が
重
な
って
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
今
年
３
月
に
、市
内
に
あ
る
全
小
学
校
で
佐
野

先
生
に
よ
る
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

衣
装
、能
面
、笛
、鼓
な
ど
を
実
際
に
使
って
能
楽
を
体

験
し
、楽
し
く
勉
強
し
ま
し
た
。

　
４
月
に
入
って
、秋
の「
鳥
栖
能
」公
演
に
向
け『
こ
ど

も
能
楽
隊
』『
鳥
栖
謡
隊
』の
募
集
を
行
い
、こ
ど
も
能

楽
隊
に
は
約
60
人
、鳥
栖
謡
隊
に
は
約
１
０
０
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。こ
ど
も
能
楽
隊
は
、「
鶴
亀
」の
お
謡

を
、一部
の
子
ど
も
た
ち
は「
仕
舞
」の
練
習
も
し
て
い
ま

す
。そ
の
う
ち
一
人
は
何
と「
船
弁
慶
」で
プ
ロ
の
能
楽

師
の
皆
さ
ん
と
同
じ
舞
台
に
出
演
す
る
予
定
で
す
。

　

鳥
栖
謡
隊
の
皆
さ
ん
は
、「
羽
衣
」の一節
を
披
露
す
べ

く
一生
懸
命
に
け
い
こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。練
習
の
成
果

を
発
表
す
る
の
は
、来
る
10
月
26
日（
日
）。皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
民
文
化
会
館（
☎
85・３
６
４
５
）へ
。

「
鳥
栖
能
」へ
の
誘（
い
ざ
な
）い

市
長
の
随
筆
コ
ー
ナ
ー

”市
長
か
ら
皆
さ
ま
へ”

2008.10. １11
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市民の広場
※市民の皆さんでつくるページです。

　

鳥
栖
に
は
「
鳥
栖
市
民
劇

団
」
と
い
う
劇
団
が
あ
り
ま

す
。
演
劇
を
通
し
て
鳥
栖
の
町

を
盛
り
上
げ
た
い
、
こ
の
町
に

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ

た
劇
団
で
す
。
地
域
文
化
の
発

掘
・
発
信
・
文
化
交
流
の
礎
の

役
割
を
担
い
続
け
、
今
年
で
創

設
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
約
30
人
の
団
員
・
ス

タ
ッ
フ
が
毎
週
公
民
館
に
集
ま

っ
て
、
け
い
こ
に
励
ん
で
い
ま

す
。
年
１
回
の
公
演
を
目
標

に
、
働
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は

練
習
時
間
の
調
整
な
ど
の
苦
労

を
重
ね
な
が
ら
、
創
設
時
の
初

心
を
忘
れ
ず
志
高
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

劇
団
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
元

に
伝
わ
る
伝
説
や
実
話
を
元
に

台
本
を
作
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇

と
し
て
市
民
文
化
祭
な
ど
で
公

演
し
て
き
ま
し
た
。
３
代
目
団

長
を
務
め
る
江
崎
幸
代
さ
ん
は

「
記
念
の
こ
の
年
に
、
ぜ
ひ
新

し
い
作
品
を
作
っ
て
公
演
し
た

い
」
と
、新
作
の
テ
ー
マ
に
「
鳥

栖
劇
場
」
を
選
び
ま
し
た
。
来

年
２
月
に
「
鳥
栖
劇
場
物
語
」

と
し
て
公
演
し
よ
う
と
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

鳥
栖
劇
場
は
か
つ
て
東
町
に

あ
っ
た
劇
場
で
、
鳥
栖
の
名
所

の
お
芝
居
小
屋
で
し
た
。
大
正

３
年
に
建
て
ら
れ
た
劇
場
で
、

娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
多

く
の
人
々
の
憩
い
と
文
化
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

江
崎
団
長
の
「
今
回
の
『
鳥

栖
劇
場
物
語
』
と
い
う
作
品
を

完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
劇
場

に
ま
つ
わ
る
思
い
出
話
が
必

要
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

い
い
の
で
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」

と
語
る
姿
に
「
歴
史
に
埋
も
れ

て
い
た
鳥
栖
の
劇
場
を
発
掘

し
、
皆
さ
ん
に
共
感
さ
れ
る
演

劇
を
作
り
た
い
」
と
の
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
小
さ
い
こ
ろ
、
よ
く
見
に

行
っ
た
」
な
ど
、
鳥
栖
劇
場
に

ま
つ
わ
る
情
報
を
お
持
ち
の

方
、
当
時
の
周
り
の
風
景
や
実

話
、
お
も
し
ろ
い
裏
話
な
ど
の

思
い
出
を
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。
何
か
情
報
を
お
持
ち
の

方
は
、
本
通
り
筋
商
店
街
の
手

作
り
シ
ョ
ッ
プ
菜
の
花
（
☎

０
９
０
・
９
４
９
９
・
９
５
６
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「鳥栖市民劇団」を取材しました！「鳥栖市民劇団」を取材しました！

第 19回公演「菊の道」の様子

初公演当時の「鳥栖市民劇団」
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市民活動
センター
クローバー
だより

〒841-0032
鳥栖市大正町685
（トスパレス２階）
☎81-1815
℻80-8122
※休館日は毎週水曜日

イベント

対　象●小学生とその保護者
と　き●10月25日（土）午前９時～午後３時
内　容●植物の専門家と一緒に北山ダ
　ム周辺を散策します
定　員●20組
参加費●１人1,000円（バス代・保険代）
申し込み●とす市民活動センターへ

募　集

山野草をＧｅｔ！！

講　座

 パソコン教室 ～初めての年賀状作り～

と　き●11月15日（土）午前８時～午後５時
ところ●ジョイフルタウン鳥栖
内　容●「ボランティア・ＮＰＯ・見本市」の
　当日の準備・手伝い。11月１日（土）午前
　10時～事前説明会があります
申し込み●10月20日（月）までにとす市民
　活動センターへ　

とす市民活動
ネットワーク

　「鳥栖の未来を考え実行する会」で
は、ごみの減量と不要品の再利用を目的
に、毎年春と秋に環境フリーマーケット
「要るく祭」を開催しています。今回は10
月13日（祝）に都市
広場で開催します。
詳しくは同会・古賀
（☎83-7155）へ。

ボランティアさんいらっしゃい

問い合わせ

 学生ボランティアを募集します

と　き●11月４日・11日・18日・25日（いずれ
　も火曜日）午前の部＝午前10時～正午、
　午後の部＝午後２時～同４時
ところ●とす市民活動センター
定　員●午前・午後の部とも各５人（先着順）
受講料●１回1,000円
教材費●500円

　

普
通
の
分
割
払
い
は
、
買

い
物
ご
と
に
返
済
回
数
と
分

割
金
額
が
決
め
ら
れ
ま
す

が
、リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
い（
リ

ボ
払
い
）
で
は
、
買
い
物
ご

と
で
は
な
く
、
毎
月
一
定
の

金
額
ま
た
は
カ
ー
ド
の
利
用

残
高
の
一
定
の
割
合
に
よ
る

金
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

リ
ボ
払
い
は
毎
月
の
支
払

額
が
一
定
で
あ
っ
た
り
、
比

消費生活情報
第30回

り

いろは

リボ払い
何の支払い？
いつ終わる？

較
的
低
額
で
済
む
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、

個
々
の
買
い
物
の
分
割
代
金

と
毎
月
の
支
払
額
が
対
応
し

て
い
な
い
た
め
、
返
済
総
額

が
い
く
ら
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
ど
の
買
い
物
の
代
金
を

支
払
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た

い
つ
支
払
い
が
終
わ
る
の
か

分
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
借
金
と
い
う
意

識
が
薄
れ
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
多
重
債
務
に
陥
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
協
働
推
進
課
（
☎

85
・
３
５
７
６
）
で
は
、
消

費
生
活
苦
情
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

みんなの伝言板みんなの伝言板

　

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
☎

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
食
品
製
造
工
（
田
代
外
町
）

…
時
給
８
０
０
円

◎
調
理
（
古
賀
町
）
…
時
給

６
８
０
〜
７
５
０
円

◎
店
員
（
蔵
上
町
）
…
時
給

６
５
０
〜
９
０
０
円

◎
患
者
介
護
送
迎
（
轟
木
町
）

…
時
給
８
０
０
円

◎
ド
ラ
イ
食
品
の
仕
分
け
作
業

（
村
田
町
）
…
時
給
７
５
０
円

◎
清
掃
（
本
鳥
栖
町
）
…
時
給

７
６
９
円

■鳥栖スカウト創立 40周年
　記念講演ＤＶＤ上映　
　10月 25日（土）午後２時～、
中央公民館。鳥栖スカウト育成
会創立40周年を記念して、渡
辺和子さんの講演「ごたいせつ
の愛」のＤＶＤを上映します。
詳しくはボーイスカウト鳥栖・
吉原（☎82-7676）へ。

■好古堂感謝祭　
　10月25日（土）午前10時～、
すむのさと駐車場（高田町）。
ステージ発表やたこ焼き、物
産品などの出店があります。
また介護老人保健施設「寿夢
の郷」では介護教室や福祉用
具の展示・即売なども行いま
す。詳しくは医療法人好古堂・
香野（☎ 84-8838）へ。

■鳥栖酒害者と家族の会　　
　アルコール依存症などで苦し
んでいる人などが集い、お互い
に励まし合って回復していくた
めの会。10月９日（木）午後７
時～同９時半、中央公民館。体
験発表、酒害相談など。詳しく
は山口（☎84-2427）へ。

就
職
情
報
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子育ての広場
※子育て情報が満載です。

月10
対　象●就園前の乳幼児と保護者 フリールーム

対　象●就園前の乳幼児と保護者 

　各行事はいずれも参加自由で
す。内容など詳しくは、子育て
支援総合コーディネーター（こど
も育成課内☎85-3552）にお問い
合わせください。

19

子育て支援情報館子育て支援情報館

と　き ところ

と　き ところ

毎週月～金曜日（13日を除く）10：00～15：30
９：00～14：00
10：00～16：00

鳥栖いづみ園
毎週月～水曜日（13日を除く） 田代大官町公民館
毎週月・火、木～土曜日（13日を除く）

毎週火曜日 10：00～11：30

10：00～11：30

白 鳩 園

毎週月・火・木・金曜日（13日を除く） 14：00～16：00 児童センター
毎週月・水・金曜日（13日を除く） ９：30～12：00

10日（金）
16日（木）

保健センター

３日（金）
６日（月）

９日（木）

鳥栖北公民館
〃
〃

〃

〃

〃

やよいが丘保育園

〃

〃

〃

〃

若葉コミュニティセンター

〃

基 里 公 民 館

麓 公 民 館
17日（金）
〃

20日（月）

６日（月）・27日（月）

鳥 栖 公 民 館
あさひ新町公民館

旭 公 民 館

※1…九州環境福祉医療専門学校田代校 ※２…園庭も同時開放

対　象 と　き ところ

毎週水曜日
14：00～15：00

鳥栖いづみ園３カ月未満の
乳児と保護者

歩行ができない３カ月
以上の乳児と保護者

園庭開放

毎週月～金曜日（13日を除く）
11日（土）・25日（土） 小 鳩 園

毎週月～金曜日（13日を除く） 白 鳩 園
毎週月～水・金曜日（13日を除く）

下 野 園

毎週火・木曜日 〃 レインボー保育園
毎週木曜日

毎週木曜日

〃 田 代 保 育 園
毎週金曜日 12：00～15：00 やよいが丘保育園
毎週土曜日 鳥栖いづみ園

慈 光 保 育 園
〃

〃
〃

鳥栖双葉保育園24日（金）

駒 鳥 幼 稚 園
布津原幼稚園

23日（木）
開催なし　
〃

神 辺 幼 稚 園

毎週水曜日
10：40～11：10

みどりケ丘保育園

毎週火曜日

毎週火・木曜日

14：00～15：00
鳥栖いづみ園ハイハイができない５カ月

以上の乳児と保護者

〃

〃

〃

〃

ハイハイはできるが歩行
はできない幼児と保護者

22日（水）
10：00～11：00

10：00～12：00

田代大官町公民館

毎週木曜日
14：00～15：00 鳥栖いづみ園

１歳～１歳５カ月
の幼児と保護者

１歳～１歳11カ月
の幼児と保護者

２歳～２歳11カ月
の幼児と保護者

３歳～就園前の
幼児と保護者

２歳～２歳５カ月
の幼児と保護者

１歳６カ月～１歳11カ月
の幼児と保護者

２歳６カ月～２歳11カ月
の幼児と保護者

８日（水）
10：00～11：00

田代大官町公民館
14日（火）・28日（火）
10：00～11：00

７日（火）・21日（火）
10：00～11：00

〃

〃

〃

毎週月曜日（13日を除く）
14：00～15：00

鳥栖いづみ園

６日（月）・27日（月）
10：00～11：30 児童センター

田代大官町公民館

６日（月）
10：00～11：00
20日（月）
10：00～11：30

20日（月）
10：00～11：00

児童センター

毎週金曜日
14：00～15：00

鳥栖いづみ園

児童センター

年 齢 別 ひ ろ ば

※4

※3

※3…対象は目安です ※4…妊産婦も参加可能

毎週火～木曜日 ９：00～14：00

９：00～11：00

めぐみ保育園
みどりケ丘保育園

※2

※2

き ら ら 館 ※1

　子どもたちに、もっと本に親しんでもらおうと「本とあ
そぼう全国訪問おはなし隊」が鳥栖にやってきます。
　楽しい紙芝居や絵本の読み聞かせを行うほか、キャラバ
ンカーに積んだたくさんの児童書を自由に読書できます。
　この機会にぜひご参加ください。入場無料です。
と　き●①10月11日（土）午後２時半～同３時35分②10
　月19日（日）午前10時                
　15分～同11時20分
ところ●①きらら館（九    
　州環境福祉医療専門
　学校内）②サンメッセ
　鳥栖（健康福祉まつ
　り会場内）

10：00～11：30

11：00～12：30

9：00～17：00

10：00～11：30

10：00～11：30

10：00～11：30

18日（土）

         

おはなしキャラバンカー
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掲載を希望する人は…写真の裏に①赤
ちゃんの名前（ふりがな）・続柄②生年
月日③両親の氏名④住所⑤電話番号⑥
赤ちゃんへのメッセージ（23字以内）を
記入の上、情報管理課（〒841-8511 鳥
栖市宿町1118番地 ☎85-3513）へ郵送ま
たは持参してください。対象はおおむ
ね３歳までで、１人で写った写真に限
ります。

西山隆明さん陽子さんの長男

●両親からひと言
舜の笑顔がみんなを元気にしてく
れているよ。

舜くん（５カ月、轟木町）
しゅん

み お

江藤直樹さん裕美子さんの長女

●両親からひと言
お誕生日おめでとう！元気な優し
い子になってね。

菜ちゃん（１歳、神辺町）
すずな

飯塚一裕さん美津子さんの長女

●両親からひと言
いつも元気な美音ちゃん、思いやり
のある子に育ってね！

美音ちゃん（６カ月、蔵上）

長秀一郎さん美代子さんの次男

●両親からひと言
笑顔がすてきなりんくん、大きく
育ってね。

凜咲くん（１歳、萱方町）
り ん と

陣内清治さん悦美さんの次女

●両親からひと言
元気にすくすく育ってね。

紗希ちゃん（７カ月、大正町）
さ き

私
の

子
育
て
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

今
回
は
藤
浦
あ
ゆ
み
さ
ん（
あ
さ
ひ
新
町
）で
す

第19回
　

替
え
た
ば
か
り
を
汚
さ
れ
た

お
む
つ
。
哺
乳
瓶
の
ミ
ル
ク
を

見
る
と
、
ペ
ッ
と
出
さ
れ
た
、

出
の
悪
い
私
の
お
っ
ぱ
い
。
三

日
坊
主
で
終
わ
っ
た
育
児
日
記

や
布
お
む
つ
。
今
で
は
ど
れ
も

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
今
で

も
子
ど
も
を
相
手
に
、
あ
る
時

は
劇
団
員
、
あ
る
時
は
格
闘
家

に
な
っ
て
毎
日
ド
タ
バ
タ
な

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

本
当
に
子
育
て
は
気
力
と
体

力
が
い
る
も
の
だ
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
が
、
同
時
に
私
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ

り
ま
す
。
確
か
に
自
分
の
自
由

に
な
る
時
間
は
減
り
ま
し
た

が
、
そ
の
代
わ
り
、
子
ど
も
か

ら
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
も
ら

い
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を

与
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
小
さ

か
っ
た
こ
ろ
、
買
い
物
へ
行

く
と
、
見
ず
知
ら
ず
の
先
輩

お
母
様
か
ら
「
今
が
一
番
大

変
な
時
期
や
け
ど
、
今
が
一

番
か
わ
い
い
時
や
け
ん
頑
張

り
な
さ
い
」
と
優
し
い
言
葉

を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
な
こ
と
は
何
に
も
し
て

い
な
い
私
で
す
が
、
唯
一
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

や
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
病
気
、
け
が
、

事
故
に
遭
い
ま
せ
ん
よ
う
に
。

す
く
す
く
の
び
の
び
明
る
く
、

知
恵
の
あ
る
子
に
成
長
い
た
し

ま
す
よ
う
に
」
と
寝
顔
に
お
ま

じ
な
い
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

　
「
お
母
さ
ん
、
僕
が
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
な
る
ま
で
、
絶
対
死

な
ん
ど
っ
て
よ
」
最
近
子
ど
も

た
ち
か
ら
よ
く
言
わ
れ
る
言
葉

で
す
。

　

次
は
明
る
く
て
や
さ
し
い
お

母
さ
ん
、
中
原
直
子
さ
ん
で
す
。

写真左から長男・巧くん、執筆者の
藤浦あゆみさん、次男・司くん
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菊

作

り

教

室

と　

き
●
11
月
16
日
か
ら
来
年

10
月
18
日
ま
で
の
毎
月
第
３
日

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午　
　

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
み
や
き

町
）

内　

容
●
土
作
り
、
挿
芽
要

領
、
中
鉢
へ
の
移
植
、
ヤ
ナ
ギ

芽
処
理
、
花
蕾
の
選
び
方
、
開

花
ま
で
の
要
領
な
ど

定　

員
●
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
●
１
２
０
０
円
。
別
途

材
料
費
が
必
要

申
し
込
み
●
鳥
栖
・
三
養
基
西

部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎

94
・
９
３
１
３
、
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ

若
葉
い
き
い
き
!!
健
康
教
室

と　

き
●
11
月
９
日
・
16
日
・

30
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
午

前
10
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

と
こ
ろ
●
若
葉
公
民
館

内　

容
●
ハ
ワ
イ
の
風
土
や

人
々
の
心
を
感
じ
「
フ
ラ
」
を

踊
ろ
う

定　

員
●
30
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
タ
オ
ル
、

鉛
筆
、
動
き
や
す
い
服
装
（
パ

ウ
ス
カ
ー
ト
を
持
っ
て
い
る
人

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
●
10
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
若
葉
公
民
館
（
☎
84
・

６
１
２
２
）
へ

10
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
で
す

　

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す
。

　

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
職
場
に
す
る
た

め
、
事
業
主
は
労
働
保
険
の
成

立
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

　

詳
し
く
は
鳥
栖
公
共
職
業
安

定
所
（
☎
82
・
３
１
０
８
）
へ
。

相
談
・
確
認
し
て
み
よ
う

労

働

保

険

　
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会

で
は
、
労
災
年
金
・
労
災
保
険

請
求
、
介
護
、
生
活
問
題
の
ほ

か
、
過
労
死
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
な
ど
の
相
談
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
佐
賀
労
災

年
金
相
談
所
（
☎
０
９
５
２
・

26
・
５
６
４
０
）
へ
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
た
め
の
外
部
積
み
立
て
型
の

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
け

金
の
一
部
を
国
が
助
成
す
る
な

ど
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

労
　
働

講
　
座
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詳
し
く
は
（
独
）
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
（
☎
03
・
３
４

３
６
・
０
１
５
１
）
へ
。

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

各

種

講

座

内　

容
●
①
職
業
ふ
れ
あ
い
セ

ミ
ナ
ー
「
食
品
小
売
業
」
②
自

分
み
が
き
セ
ミ
ナ
ー
「
自
己
分

析
で
客
観
的
に
自
分
を
見
つ
め

る
」

と　

き
●
①
10
月
16
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
同
４
時
②
10
月
23

日
（
木
）
午
後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
①
②
と
も
（
独
）
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
佐
賀
セ
ン

タ
ー
（
佐
賀
市
）

定　

員
●
①
②
と
も
各
30
人

（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
（
独
）
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
・
26
・
９
４
９

８
）
へ

防
衛
省
共
済
組
合

委

託

売

店

業

者

　

防
衛
省
共
済
組
合
小
郡
支
部

で
は
、
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
で
隊

員
が
使
用
す
る
自
衛
隊
用
品
な

ど
を
販
売
す
る
売
店
の
出
店
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
同
支
部
（
☎
72
・
３
１
６

１
内
線
３
２
５
）
へ
。

公
募
期
間
●
10
月
21
日
（
火
）

ま
で

受
付
期
間
●
10
月
22
日
（
水
）

か
ら
同
28
日
（
火
）
ま
で

営
業
期
間
●
平
成
21
年
４
月
１

日
か
ら
同
22
年
３
月
31
日
ま
で

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
海
外
で
途

上
国
の
人
々
た
め
に
働
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
募
集
に
伴
い
体
験
談
を
ま

じ
え
た
説
明
会
を
ア
バ
ン
セ

（
佐
賀
市
）
で
開
催
し
ま
す
（
入

場
無
料
、
予
約
不
要
）。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

（
☎
０
９
３
・
６
７
１
・
８
３
４

９
）
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
期
間
●
11

月
10
日
（
月
）
ま
で

■
青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社

会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

と　

き
●
①
10
月
15
日
（
水
）

午
後
６
時
半
〜
②
11
月
１
日

（
土
）
午
後
２
時
〜

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
説
明
会

と　

き
●
10
月
17
日
（
金
）
午

後
６
時
半
〜

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
③

と　

き
●
10
月
18
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
●
ト
ス
パ
レ
ス

内　

容
●
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
る

た
で
学
び
ま
し
ょ
う
」
か
る
た

を
し
な
が
ら
、
普
段
の
生
活
で

感
じ
る
男
女
の
性
差
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
景
品
あ
り

定　

員
●
40
人
（
先
着
順
）             

参
加
費
●
無
料

そ
の
他
●
託
児
あ
り
（
申
し
込

み
は
10
月
14
日
ま
で
に
市
民
協

働
推
進
課
へ
）

問
い
合
わ
せ
●
市
民
協
働
推
進

課
（
☎
85
・
３
５
０
８
）

東
佐
賀
病
院
健
康
ま
つ
り

「
健
康
っ
さ
い
２
０
０
８
」

と　

き
●
10
月
25
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
国
立
病
院
機
構
東
佐

賀
病
院
（
み
や
き
町
）

内　

容
●
講
演
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
」

▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
る
健

康
チ
ェ
ッ
ク
▽
バ
ザ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ
●
東
佐
賀
病
院

（
☎
94
・
２
０
４
８
）

相　談　内　容日　　時
人権相談9：30～12：00

心配ごと相談13：00～15：30

10：00～12：00

10：00～12：00 法律相談

行政相談9：30～12：00

心配ごと相談13：00～15：30

くらしの手続相談

12日
（水）

26日
（水）

（司法書士、要予約）

（行政書士）

※多重債務や相続に関する相談は司法書士による法律相談へ。
予約は相談日の１カ月前から受け付けます。
※くらしの手続相談は外国人からの相談にも応じます。

■11月の心配ごと相談
　と　き●毎週水曜日、午前９時半～午
　　後３時半（第２・４水曜日は午後１      
　　 時～同３時半）
　ところ●社会福祉会館（第２・４水曜
　　日は市役所２階第１会議室）
　問い合わせ●社会福祉協議会（☎85-3455）

■11月の障害者相談
　と　き●11月12日（水）午前９時半～正午
　ところ●市社会福祉課
　問い合わせ●同課（☎85-3642）

■言語・発達相談
　と　き●①10月17日（金）午前10時～正
　　午②同27日（月）午前10時～午後４時
　ところ●①若楠療育園②保健センター
　内　容●発達、言葉の遅れなど
　申し込み●若楠療育園（☎83-1288）へ

■社会保険相談
　と　き●11月６日・13日・20日・27日（い
　　ずれも木曜日）、午前10時～正午、
　　午後１時～同３時
　ところ●市役所２階第１会議室
　問い合わせ●佐賀社会保険事務所（☎　
　　0952-31-4191）
　※年金相談は予約が必要です（予約先
　　も同上）

■無料法律相談（弁護士）
　と　き●毎週水曜日、午後１時～同４時
　ところ●鳥栖市法律相談センター（秋葉町）
　申し込み●県弁護士会法律相談セン      
　　ター（☎0952-24-3411）へ

■11月の市民相談会
　　会場は市役所２階第１会議室。詳し
　くは市民協働推進課（☎85-3576）へ。

種 相 談各

募
　
集

イ
ベ
ン
ト
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会
議
を
公
開
し
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
会
議
を
公
開

し
ま
す
。
会
議
の
傍
聴
を
希
望

す
る
人
は
、
当
日
に
会
議
開
催

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.tosu.lg.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
名
●
男
女
共
同
参
画
懇
話

会と　

き
●
10
月
23
日
（
木
）
午

後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
●
市
役
所
２
階
第
２
会

議
室

定　

員
●
５
人
（
先
着
順
）

担
当
課
●
市
民
協
働
推
進
課
女

性
政
策
国
際
交
流
係
（
☎
85
・

３
５
０
８
）

10
月
は
土
地
月
間

　

国
土
交
通
省
で
は
10
月
を
土

地
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

一
定
面
積
（
市
街
化
区
域

２
０
０
０
㎡
、
市
街
化
区
域
外

の
都
市
計
画
区
域
５
０
０
０

㎡
、
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

１
万
㎡
）
以
上
の
土
地
の
売
買

な
ど
の
取
引
を
し
た
場
合
は
、

２
週
間
以
内
に
所
在
市
町
村
へ

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
総
合
政
策
課
（
☎

85
・
３
５
１
１
）
へ
。

巡
回
行
政
相
談
を
開
設

　

10
月
20
日
（
月
）
か
ら
同
26

日
（
日
）
は
、
行
政
相
談
週
間

で
す
。

　

鳥
栖
市
の
行
政
相
談
委
員
、

石
橋
亨
見
さ
ん
と
才
田
馨
さ
ん

が
左
記
の
日
程
で
行
政
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
、

秘
密
厳
守
。

　

詳
し
く
は
佐
賀
行
政
評
価
事

務
所
（
☎
０
９
５
２
・
22
・

と　き●11月１日（土）・２日（日）午前10時～午後４時
ところ●東町公園、三本松公園、両替町公園ほか
内　容●富士宮やきそばなどのＢ級ご当地グルメの祭典
問い合わせ●久留米市観光振興課（☎ 30-9137）

と　き●12月7日（日）午前８時～受け付け
ところ●基山総合公園多目的運動場周辺
内　容● 10㎞・５㎞・３㎞、小学生向け、ジョギング
参加費●一般2,000円、ジョギング一般・高校生1,000円、
　小・中学生 500 円
申し込み●10月31日（金）までにきやまロードレース大
　会事務局（☎ 92-2822）へ

イベント情報クロスロードクロスロード
久留米市、小郡市、基山町のイベントコーナーです

　（久留米市）Ｂー１グランプリin久留米

　（基山町）きやまロードレース大会

ご
存
じ
で
す
か



■人口：66,755人（前月比＋95）
　男性：32,149人（前月比＋36）
　女性：34,606人（前月比＋59）
■世帯：25,067世帯（前月比＋25）
※平成20年８月末現在の住民基本台帳による

　鳥栖市管工事協同組合（☎84-
2500）へ申し込んでください。
鳥栖市水道事業指定給水装置工
事事業者でも受け付けています。

　ケーブルテレビ（くーみんテレ
ビ10ch）に市職員などが出演して、
行政情報をお伝えする15分番組。
　10月は「資源物回収の効果と家庭
で取り組むごみ減量」を放送します。

■ドリームスFM（76.5MHz）
　20秒のスポットCM。１日２回
放送。イベントや暮らしの情報の
ほか、災害情報などを放送します。
時　間●朝＝日～土曜日：午前７
　時55分～同８時ごろ▽昼＝月
　～土曜日：午後０時45分～同０
　時50分ごろ、日曜日：午後１時
　15分～同１時20分ごろ

・市民提案箱で。
・FAX（83-3310）で。
・ウェブで。市ホームページトップ
ページバナー　　　　　をクリック。

　市では住民票の写しと印鑑登
録証明書を平日の夜間や休日に
も交付しています。ただし、電話
での予約が必要です。予約は市民
課市民係（☎85-3581）へ。

市政情報のスポットCM市政情報のスポットCM

水道の修繕水道の修繕

市への提言・意見市への提言・意見

住民票などの夜間・休日交付住民票などの夜間・休日交付

人のうごき人のうごき

テレビ広報とすテレビ広報とす

今月の納税今月の納税

詳しくは市民協働推進課（☎85-3576）へ。

■市　県　民　税（３期）
■国民健康保険税（５期）
　※納期限は10月31日（金）です。

２
６
５
１
）
へ
。

と　

き
●
①
10
月
20
日
（
月
）

午
前
10
時
半
〜
正
午
②
10
月
22

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜
午
後

３
時
半

と
こ
ろ
●
①
ジ
ョ
イ
フ
ル
タ
ウ

ン
鳥
栖
②
市
役
所
２
階
第
１
会

議
室

除
籍
本
・
雑
誌
の
市
民
配
布

　

図
書
館
で
は
古
く
な
り
役
目

を
終
え
た
資
料
（
図
書
・
雑
誌
）

を
市
民
に
無
料
で
配
布
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き
●
10
月
11
日
（
土
）、

12
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

と
こ
ろ
●
市
立
図
書
館

そ
の
他
●
持
ち
帰
り
用
の
袋
や

バ
ッ
グ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い問
い
合
わ
せ
●
市
立
図
書
館

（
☎
85
・
３
６
３
０
）

市
内
で
の
独
立
開
業
を

応

援

し

ま

す

　

開
業
す
る
時
に
か
か
る
負
担

を
軽
く
し
ま
せ
ん
か
。
市
で

は
、
県
の
融
資
制
度
「
独
立
開

業
資
金
」
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
信
用
保
証
料
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
方
法
、
必
要
書
類
な
ど

詳
し
く
は
商
工
振
興
課
（
☎

85
・
３
６
０
５
）
へ
。

対　

象
●
次
の
①
〜
③
を
い
ず

れ
も
満
た
す
人
①
鳥
栖
市
内
で

新
規
に
創
業
し
、
事
務
所
な
ど

を
開
設
す
る
人
②
県
の
創
業
支

援
貸
付
「
独
立
開
業
資
金
」
の

融
資
が
決
定
し
た
人
③
「
独
立

開
業
資
金
」
に
係
る
信
用
保
証

料
を
完
納
し
た
人

あ
な
た
も
『
里
親
』
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

里
親
制
度
と
は
、
虐
待
や
養

育
者
の
都
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
家
庭
で
養
育
が
で
き
な

く
な
っ
た
子
ど
も
を
社
会
的
に

養
育
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
特
別
な
資

格
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
里
親

と
し
て
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
子

ど
も
を
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
あ

た
た
か
く
育
て
て
い
た
だ
け
る

家
庭
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

半
年
ほ
ど
の
短
期
か
ら
、
成

人
す
る
ま
で
の
長
期
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
か
か
わ
り
方
が
あ
り
ま

す
。
家
庭
の
特
徴
・
希
望
な
ど

を
考
慮
し
て
、
相
性
の
良
い
人

に
子
育
て
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
後
、
児
童
相
談
所

が
面
接
・
調
査
を
行
い
、
里
親

と
認
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
中
央
児
童
相
談

所
（
☎
０
９
５
２
・
26
・
１
２

１
２
）
へ
。

来
年
１
月
に
上
場
株
券
が

電
子
化
さ
れ
ま
す

　

来
年
１
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
上
場
株
券
の
電
子
化
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
株
券
を
手
元
で
保
管

す
る
こ
と
に
よ
る
盗
難
や
紛
失

が
な
く
な
る
な
ど
、
株
式
の
管

理
や
取
引
が
よ
り
効
率
的
か
つ

安
全
に
な
り
ま
す
。

　

株
券
が
電
子
化
さ
れ
る
と
、

上
場
会
社
の
株
券
は
無
効
と
な

り
、
株
主
の
権
利
は
電
子
的
に

証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
の

口
座
で
管
理
さ
れ
ま
す
。
こ
の

と
き
、
株
券
の
名
義
が
本
人
以

外
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
場

合
、
株
主
と
し
て
権
利
（
株
主

総
会
の
議
決
権
・
配
当
金
の
受

け
取
り
な
ど
）
を
失
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
名
義
書
換
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
日
本
証
券
業
協
会

（
☎
０
１
２
０
・
77
・
０
９
１

５
）
へ
。
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10／19 16：00 大　阪
11／９ 13：00 草　津

開催日 対戦相手ｷｯｸｵﾌ

※会場はベストアメニティスタジアム（10月19
　日のみ佐賀県総合運動場陸上競技場）

（日）
（日）

ホームゲーム日程表

Sagan Tosu
Guts

子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む

　
「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
」が
八
月
三
十
一
日
、

北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま

し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
十

三
年
か
ら
始
ま
り
、「
地
域
密

着
」と
い
う
ク
ラ
ブ
の
方
針
の
下
、

サ
ガ
ン
鳥
栖
は
第
一
回
目
か
ら

参
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、サ
ガ
ン
鳥
栖
か
ら
は

島
嵜
佑
選
手
・
副
島
貴
司
選

手
・
栗
山
裕
貴
選
手
の
三
人
と

テ
ク
ニ
カ
ル・ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
尹

晶
煥（
ユ
ン・ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
）さ
ん

ら
コ
ー
チ
陣
が
参
加
。

　

夏
休
み
最
後
の
一
日
と
な
っ
た

こ
の
日
、市
内
か
ら
五
十
四
人
の

子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
参

加
し
、選
手
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。　

　

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
で
は
、選
手

と
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
、パ
ス

や
ド
リ
ブ
ル
を
練
習
。
選
手
た

ち
は
、子
ど
も
た
ち
の
目
線
に

立
っ
て
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
ま
す
。選
手
も
子
ど
も
た
ち

も
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
笑
顔
で
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
プ
ロ
の
技
術

に
間
近
で
接
し
刺
激
を
受
け
、

選
手
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
姿
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
ひ

と
と
き
で
し
た
。

　

Ｗ
Ｒ
Ｏ
国
際
大
会
に
出
場

あんひと
　こんひと

鳥
栖
工
業
高
校「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
２
」

194

選手たちとサッカーを楽しむ子どもたち

　
「
九
州
地
区
か
ら
初
め
て
世
界
大
会

に
出
場
す
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

八
月
三
十
一
日
に
横
浜
市
で
開
か
れ

た「
Ｗ
Ｒ
Ｏ（
ワ
ー
ル
ド・ロ
ボ
ッ
ト・オ
リ
ン

ピ
ア
ド
）２
０
０
８
」に
鳥
栖
工
業
高
校

の
チ
ー
ム「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
２
」が
出
場
。見
事
、

審
査
員
特
別
賞（
デ
ザ
イ
ン
賞
）を
受
賞

し
、世
界
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
平
野
真
太
朗
く
ん（
写
真

左
）、重
松
勇
輝
く
ん（
同
中
央
）、松
尾

稜
く
ん（
同
右
）の
三
人
。三
人
と
も
電

子
機
械
科
の
三
年
生
で
、同
科
の
課
題

研
究
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｒ
Ｏ
と
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
動

き
を
制
御
す
る「
自
律
型
ロ
ボ
ッ
ト
」を

使
っ
た
競
技
会
。
光
セ
ン
サ
や
タ
ッ
チ
セ

ン
サ
を
使
い
、自
動
的
に
判
断
し
て
動
く

ロ
ボ
ッ
ト
が
、缶
を
倒
し
た
り
、ピ
ン
ポ
ン

球
を
指
定
し
た
と
こ
ろ
へ
運
ん
だ
り
す

る
数
や
時
間
で
競
い
ま
す
。
大
会
で
は
、

市
販
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
部
品
か
ら
の

組
み
立
て
や
、制
御
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
を
百
五
十
分
で
し
な
け
れ
な
り
ま

せ
ん
。

　

課
題
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
だ
当
初

は
、本
な
ど
を
参
考
に
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
組
み
上
げ
た
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
。特

徴
を
尋
ね
る
と「
ピ
ン
ポ
ン
球
を
運
ぶ
部

分
が
ス
タ
ー
ト
後
に
約
二
倍
の
大
き
さ

に
広
が
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。こ
の
ア
イ
デ

ア
は
全
国
大
会
出
場
前
に
取
り
入
れ
ま

し
た
」と
の
こ
と
。現
在
も
世
界
大
会
に

向
け
て
、小
型
軽
量
化
し
、ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
る
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
の
改
良
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
人
は「
せ
っ
か
く
世
界
大
会
に
出

場
す
る
の
で
、今
度
こ
そ
優
勝
し
ま
す
。

自
信
は
あ
り
ま
す
」と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

世界大会出場を決めた「ＴＯＳＵ２」のメンバー

とすこうぎょうこうこう「ＴＯＳＵ２」
　レスリング部などの部活をこなし
ながら、放課後や休みを返上して世界
大会に向けて課題に取り組んでいる。
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